
深夜アニメのトラウマ構造：
最終戦争の破局は回避されるのか

目的：『鉄腕アトム』に始まる「ロボットアニメ」から発展し「深夜アニメ」として深化した戦後日本の独
特なアニメ文化の系譜に注目し、戦争のトラウマの一つの表現＝処理として検討する。

「核」「神風」「終末」「喪失」といったトラウマ的表象を「ロボットアニメ」
のジャンルの発展とともに描いてきた日本アニメは、深夜枠の展開
の中で、ロボットの表象を離れて、「最終戦争」「最終兵器」「終末」な
どの主題をさらに深化させる。そのつどの社会情勢、世界情勢から
主題を取り込みながら、「破局の回避」vs「喪」の緊張関係の中です
ぐれた作品を生み出し続けている。世代を超えたトラウマ的主題の
継承に果たす役割は大きく、さらなる分析が求められる。
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